
広報

仲間と過ごした１泊２日仲間と過ごした１泊２日
　６月15日、16日に北九州市立かぐめよし少年自然の家で鞍手　６月15日、16日に北九州市立かぐめよし少年自然の家で鞍手
町子ども会連絡協議会による令和６年度野外生活リーダー研町子ども会連絡協議会による令和６年度野外生活リーダー研
修が行われ、町内の小学生８人が参加しました。今年は飯ごう修が行われ、町内の小学生８人が参加しました。今年は飯ごう
炊さんとカレーづくり。班の仲間と役割分担をし、協力しながら炊さんとカレーづくり。班の仲間と役割分担をし、協力しながら
カレーを作りました。この研修で培った協調性や責任感を９月カレーを作りました。この研修で培った協調性や責任感を９月
８日開催予定の子どもフェスタで発揮してくれることでしょう。８日開催予定の子どもフェスタで発揮してくれることでしょう。77JulyJuly
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鞍手町 LINE 公式アカウントで
は、町からの最新情報を随時配
信しています。また、ごみの日
リマインダーも設定できます。
ぜひご登録ください。



町のお店と暮らしを応援します

くらて元気
エール券

今年もやります‼プレミ
ア

ム
付

き
商

品
券

プレミアム付

20％

　「くらて元気エール券（鞍手町プレミアム付地域振興券）」には、商品券とリフォーム券があり、それぞれ次の
とおり販売します。購入には、事前申し込みが必要です。また、予約申込額が販売予定額を超えた場合には、抽
選により当選者を決定します。ご了承ください。

リフォーム券 種類 商品券

2,600 万円 販売総額 １億 1,000 万円
520 枚 販売数 11,000 冊
５万円 １冊の販売価格 １万円
20 パーセント プレミアム率 20 パーセント

６万円
・６万円×１枚 １冊の構成

１万 2,000 円
・共通券　　　　500 円× 17 枚
・中小店限定券　500 円×７枚

鞍手町民（住民登録がある人） 購入できる人 鞍手町民（住民登録がある人）

１世帯 10 枚（50 万円分）まで 購入できる数量 １人５冊（５万円分）まで
ただし、１世帯は２人まで

購入希望枚数などを記入した申込書、見積書（コ
ピー。令和６年５月 31 日以降の日付のもの）、
施工前の写真、所定のはがき（町内各家庭に配布
したもの）を同封し事前に申し込んでください

申込方法
所定の往復はがき（町内各家庭に配布したもの）
に購入希望冊数などを記入し、事前に申し込ん
でください

７月12 日（金）まで   ※消印有効 申込受付期限 ７月12 日（金）まで   ※消印有効
８月３日（土）～８月５日（月）
※販売時間は午前９時から午後２時まで

販売期間 ８月３日（土）～８月５日（月）
※販売時間は午前９時から午後２時まで

総合福祉センター「くらじの郷」 販売会場 総合福祉センター「くらじの郷」
８月３日（土）～令和７年１月15日（水） 利用期間 ８月３日（土）～令和７年１月15日（水）
町内で事業を営むエール券の取扱登録店 利用できる店舗 町内で事業を営むエール券の取扱登録店
以下の購入などにはエール券を利用できません
・施工場所が申込の住所でないもの
・事業用のリフォーム
・エール券の利用開始日前（８月２日以前）に着工

した工事の支払い

注意事項

以下の購入などにはエール券を利用できません
・商品券やビール券など換金性の高いもの
・税金や水道料金の支払い　・事業用資産
・医療保険の適用がある診察料や薬代　・たばこ
・家賃、駐車場代、保育料の支払いなど

① 応募
事前申し込み

② 鞍手町
商工会

③ 抽選
販売額を超えた
応募があった場合

当選通知 引換購入④ 

当選者
⑤販売場所・期間
総合福祉センター「くらじの郷」

８月３日（土）～５日（月）

●エール券購入までの流れ     （※①応募は、商品券は専用往復はがきで、リフォーム券は封書で申し込んでください）

※はがき（返信用を含む）、封書のいずれにも必ず切手を貼ってください。

●注意事項    
※引換期間終了後に、引き換えられていないエール券があった場合には、当選されなかった応募者を対象に２次抽選
を実施します。当選された人には、鞍手町商工会から電話でお知らせします。
※予約申込額が販売予定額に満たない場合、２次販売等についての詳細は、８月６日（火）に鞍手町商工会のホームペー
ジに掲載します。

　鞍手町商工会（鞍手町大字中山2768番地）まで　　☎ 0949（42）0357●お問い合わせ

プレミアム付き電子商品券

ふっくらPay販売決定!! 申込期間は9/1(日 )~13(金 )【予定】
※詳細は、決まり次第お知らせします。

登録販売店は、現在募集中です!!

2024.７−２
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● 令和５年２月時点● 令和６年５月時点

新
庁
舎
等
建
設
工
事
の
近
況

新庁舎等
建設通信 vol. ８

庁
舎
棟
で
は
、
遂
に
外
周

を
囲
っ
て
い
た
足
場
が
外
れ
、

外
観
が
は
っ
き
り
と
わ
か
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
建
物

内
部
で
は
、
内
装
工
事
と
並

行
し
て
電
気
・
設
備
工
事
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

令
和
７
年
１
月
の
新
庁
舎
オ
ー
プ

ン
を
目
指
し
て
工
事
を
進
め
て
お
り
、 

現
在
の
と
こ
ろ
、
工
事
全
体
で
お
よ
そ

66
パ
ー
セ
ン
ト
が
完
成
し
て
い
る
状
況

で
す
。

７
月
以
降
は
、工
事
完
成
に
向
け
て
、

引
き
続
き
庁
舎
棟
建
物
の
内
装
、
電
気
・

設
備
工
事
の
作
業
に
加
え
、
こ
ど
も
広

場
へ
の
遊
具
の
設
置
な
ど
、
工
事
も
終

盤
に
差
し
掛
か
っ
て
き
ま
す
の
で
、
次

号
で
は
そ
の
様
子
を
紹
介
す
る
予
定
で

す
。

　

町
で
は
、
現
在
の
役
場
庁
舎

が
老
朽
化
し
て
い
る
こ
と
に
加

え
、
大
規
模
な
地
震
が
発
生
し

た
と
き
に
崩
壊
の
危
険
性
が
あ

る
こ
と
な
ど
か
ら
、
役
場
庁
舎

の
建
替
え
と
周
辺
施
設
整
備
を

行
う
「
新
庁
舎
等
建
設
事
業
」

を
進
め
て
い
ま
す
。

　

役
場
の
移
転
が
完
了
す
る
ま

で
、
工
事
の
状
況
な
ど
を
随
時

お
知
ら
せ
し
て
い
き
ま
す
。

● 問い合わせ
役場管財課 庁舎等建設推進係
☎（42）2111 まで

博物館 博物館

中央公民館　中央公民館

③庁舎棟　内装施工状況その２① 庁舎棟　北東側外観 ②庁舎棟　内装施工状況その１

鞍
手
町
の
皆
様
は
じ
め
ま
し
て
。新
庁
舎

の
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を

担
当
し
て
い
る
青
山
で
す
。コ
ン
ス
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
は
、発
注
者
側
の

立
場
に
立
ち
技
術
的
な
助
言
等
を
行
う
事
で

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
品
質
・
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
・
コ

ス
ト
の
３
本
柱
で
発
注
者
を
支
援
し
て
い
く

事
で
す
。そ
の
発
注
者
支
援
と
い
う
性
質
上
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
川
上
で
あ
る
初
期
段
階
か

ら
携
わ
る
事
が
多
く
、新
庁
舎
計
画
で
は
私

た
ち
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
画
し
て
か
ら
４

年
以
上
の
歳
月
が
経
ち
ま
し
た
。当
初
は
も

ち
ろ
ん
、造
形
と
い
う
意
味
で
は
形
が
な
い

状
態
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
で
し
た
が
、設
計
者

が
加
わ
り
図
面
が
出
来
て
、現
在
そ
の
図
面

を
基
に
施
工
者
に
て
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。私
た
ち
は
適
宜
支
援
を
し
な
が
ら
、プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
予
定
通
り
順
調
に
進
ん
で
お

り
ま
す
。建
設
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
発
注
者
含

め
ワ
ン
チ
ー
ム
と
な
っ
て
進
め
る
べ
き
事
業

で
す
の
で
、そ
の
一
旦
を
担
う
私
た
ち
も
、来

年
の
開
庁
に

向
け
て
一
段

と
身
を
引
き

し
め
て
取
り

組
ん
で
ま
い

り
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し

ま
す
。

阪急コンストラクション・マネジメント株式会社
マネジメントリーダー　青山  明生さん

ＣＭチームの皆さん

建設に携わって

、

編
発注者
援支
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７月１日から31日までは７月１日から31日までは

同和問題啓発強調月間同和問題啓発強調月間
一人ひとりが考え行動することの大切さを学ぶ、思いやりを育む月間です一人ひとりが考え行動することの大切さを学ぶ、思いやりを育む月間です

●問い合わせ　教育課生涯学習係☎（42）7200 まで

部落差別について少し立ち止まって考えてみませんか
「鞍手町部落差別をはじめあらゆる差別の解消の推進に関する条例」が制定されています。すべての人が明るく
楽しく暮らすためにできた条例です。7月の同和問題啓発強化月間を機に、もう一度部落差別について考えてみま
せんか。一人ひとりの思いやりをもって明るい町づくりについて考えてみましょう。

活動名 対象者 と　き ところ

中学生人権子ども会 鞍手中学校生徒 毎週月曜日
午後４時30分から

６時まで
鞍手中学校
会議室

くらて人権
なかよし子ども会

新延小・剣北小・
剣南小・古月小

児童
毎週水曜日

午後４時30分から
６時30分まで

舟川隣保館

やひろ人権
なかよし子ども会

西川小・室木小
児童

毎週金曜日 八尋集会所

他にもさまざまな取組をしています
　町では、３つの人権子ども会が活動しており、町内小・中学生を対象として人権学習や自学学習、体験学習を楽
しく行っています。

差別のない明るい町をめざして
町では、５月に人権教育学級を４回実施しています。この事業は毎年９月から１月にか

けて、各地区で行われる人権問題地区学習会の推進委員となっていただいている各区、公
民館長、民生委員、各種委員の皆さん、学校や行政機関への事前学習として様々な人権課
題を取り上げて講演会を開催しています。
皆さんは鞍手町にも令和５年度に手話言語条例が制定されたのは知っていますか。４回

目の人権教育学級では手話言語条例についての講演会を実施しました。

講演会と街頭啓発のお知らせ
▷講演会について
●と　き　7月 25日（木）午後 2時から
●ところ　鞍手町中央公民館２階研修室１
●講　師　隣保館事業全国研究委員　川﨑正明さん
　　　　　（広島県福山市在住）
●演　題　「まず　共感することから」
　　　　　～多様性の社会だからこそ…～

とき ところ

７月１日（月）

午前７時 鞍手駅前

午前10時30分 サングリーン鞍手
西日本シティ銀行前

午前10時30分
午後４時45分

川食
福岡ひびき信用金庫前
トライアル前

▷街頭啓発について



５− 2024. ７

まちの話題 My Town Topics

バスの待ち時間を快適に
▶大和ハウス工業株式会社九州工場から椅子の寄贈
５月１日、大和ハウス工業株式会社九州工場から椅子６基を

寄贈いただきました。この椅子は、社内での技能コンクールの
練習の一環として、社員の技術向上を目的に製作されたもの。
ささくれ等が除去され、仕上げにニスが塗布された立派なもの
です。このうち２基の椅子は、ＪＲ鞍手駅前のすまいるバス停留
所に設置しています。他の４基もすまいるバスの停留所などに
設置していますので、バスをお待ちの際は、ぜひご利用ください。
大和ハウス工業の皆さん、ありがとうございました。大切に使
わせていただきます。

Happy birthday to you.

すくすく
日記

７月生まれ

８kmの道のりを全員でゴール
▶鞍手町を散策しよう！～ウォーキング＆史跡巡り～第２弾
５月26日、ウォーキング＆史跡巡り第２弾が行われました。当

日は天気にも恵まれ、20人を超える参加者が鞍手町役場発着の約
８kmの道のりを気持ちよく散策。コース途中に立ち寄った古月
横穴では玄室内を、荒五郎山中腹の薬師院では、薬師如来坐像を
見学するなど、普段公開されていない文化財に接する貴重な体験
ができました。歴史民俗博物館の学芸員による解説を聞きながら
の散策に、町の歴史と文化への知見が深まったことでしょう。参
加者は終始和やかな雰囲気で楽しみながら町内を歩き、全員が無
事にゴールしました。

山
や ま も と

本　琥
こ は く

博さん
令和５年７月２日生まれ

こはくん一歳のお誕生日おめでとう!! ニ
カっとした笑顔が可愛いよ♡いっちゃ
んとたくさん遊ぼうね!! 生まれてきてく
れてありがとう♡こっくん愛してるぞ!!
（父 剛義さん・母 ちひろさん・中山）

大きな災害に備えて
▶木月区で防災訓練
５月26日、木月公民館で防災訓練が行われました。講師は、

鞍手町防災専門官の原田さん。木月区の多くの住民が参加し、前
半では、福岡県内でここ数十年のうちに起きると予測されている
大地震や避難時に気を付けることなどの講義がありました。
後半では、毛布を使った担架の作り方や消火器の使い方などを

実践。毛布と棒２本で手軽にでき、実際に人を乗せることができ
る担架の頑丈さに皆さん感心している様子でした。消火器訓練で
は、「ピンを抜く」「ホースを火元に向ける」「レバーを握る」の３つ
の操作手順を非常時にも焦らずできるように訓練しました。

広報「すくすく日記」のコーナーでは、発行月に
誕生日を迎える満３歳までのちびっ子を募集してい
ます。８月生まれは、７月10日（水）までに申し
込んでください。なお、役場まちづくり課まちづく
り戦略係窓口で申請できるほか、イン
ターネットからも申込みができます。右
の QR コードから入力フォームに従って
必要事項を入力してください。

●�問い合わせ  まちづくり課まちづくり戦略係
☎（42）2111（内線 312）まで

▼
お待ちしています
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作品をお待ちしています

ねんど細工や絵、書、紙細
工、陶芸、俳句、短歌など
自慢の一品は、ありません
か。「広報ぎゃらりー」では、
紙面を彩るあなたの作品を
お待ちしています。作品に
ついての 100字以内の感
想もお願いします。役場ま
ちづくり課☎（42）2111
まで、ご連絡ください。

川野 千代子さん
（くらじ短歌会）

偽の鳶が風にのって元
気に早稲の穂を守ってい
る。しかし、風が止まな
い限り自分の意志では羽
を休められない可哀想な
偽の鳶「ガンバレ」

短歌

早
稲
の
穂
を
守
る
や
偽
の
鳶
が
舞
う

羽
休
め
る
も
風
ま
か
せ
な
り

洋裁
端切れ２枚を前後
に使用しチョッキを
作りました。
もう一枚は裁ち
切った布で、タイトス
カートができました。

福山 伸枝さん
（洋裁教室）広報

ぎゃらりー

楽しかったこと、悲しかったこと、思い出、地域のできごと、イラストや
マンガ、エッセイ、サークルのお誘い、趣味や宝物、広報へのご意見・ご
感想などどしどしお寄せください。あなたの住所、名前、年齢、電話番号
も忘れずに。投稿された人には、記念品を差し上げます。 ひろば読者の

皆さんの
ページ
です。

福
岡
県
学
習
会
の
生
徒
を

募
集
し
て
い
ま
す

◆

株
式
会
社
ト
ラ
イ
グ
ル
ー
プ
行
政
事
業
部
（
九
州
）

福
岡
県
で
は
、
事
業
者
に
委
託
し
て
学
校
や
家
庭
で
の

勉
強
に
不
安
を
抱
え
て
い
る
小
・
中
学
生
を
対
象
に
、
学

校
の
宿
題
・
復
習
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
学
習
会
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
に
合
わ
せ
て
無
理
の
な
い
学
習
方

法
で
進
め
ま
す
。
社
会
人
や
大
学
生
の
学
習
支
援
員
が
支

援
し
ま
す
。

●
と
き  
令
和
７
年
３
月
８
日（
土
）ま
で
の
毎
週
土
曜
日
。

時
間
は
午
後
１
時
30
分
か
ら
３
時
30
分
ま
で

●
と
こ
ろ　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
く
ら
じ
の
郷
）

※
令
和
７
年
１
月
か
ら
は
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
廃
止
に

伴
い
、
中
央
公
民
館
で
実
施
し
ま
す
。

●
定
員　

10
人
程
度

※
必
ず
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
費
用　

無
料

※
地
域
の
人
の
学
習
支
援
員
と
し
て
の
応
募
も
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

株
式
会
社
ト
ラ
イ
グ
ル

ー
プ
行
政
事
業
部
（
九
州
）
☎
０
９
２
（
７
５
１
）

９
７
１
１
ま
で

認
知
症
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

（
キ
ャ
ラ
バ
ン
・
メ
イ
ト
）

を
募
集
し
て
い
ま
す

◆

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

町
で
は
、
認
知
症
に

な
っ
て
も
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
町
づ
く
り
を
目
指
し

て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
あ

る
キ
ャ
ラ
バ
ン
・
メ
イ
ト

の
皆
さ
ん
と
活
動
し
て
い

ま
す
。

活
動
内
容
は
、
小
学
校

や
地
域
の
公
民
館
で
行
う

「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養

成
講
座
」
で
の
講
師
、
認

知
症
カ
フ
ェ
の
運
営
な
ど

で
す
。

仲
間
と
楽
し
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
し
て
み
ま
せ
ん

か
。
興
味
の
あ
る
人
は
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

※
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
キ
ャ
ラ
バ
ン
・
メ
イ
ト
）
に
登
録
す

る
に
は
『
キ
ャ
ラ
バ
ン
・
メ
イ
ト
養
成
研
修
』
を
受
講

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

●
と
き　

次
の
日
程
の
う
ち
い
ず
れ
か
一
日

▽
Ａ
日
程
＝
８
月
７
日
（
水
）
午
前
10
時
か
ら
午
後
５

時
ま
で

▽
Ｂ
日
程
＝
８
月
27
日
（
火
）
午
前
10
時
か
ら
午
後
５

時
ま
で

▽
Ｃ
日
程
＝
８
月
30
日
（
金
）
午
前
10
時
か
ら
午
後
５

時
ま
で

●
と
こ
ろ　

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
東
棟
５
階
５
０
８
研
修

室
（
春
日
市
）

●
申
込
方
法　

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
（
受
付
後
、
開
催
要
綱
を
郵
送
し
ま
す
）。

●
申
込
期
限　

７
月
12
日
（
金
）

※
定
員
に
な
り
次
第
、
受
付
終
了
と
な
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
ま
で

鞍
手
町
野
球
大
会
を
開
催
し
ま
し
た

◆

鞍
手
町
体
育
協
会

６
月
15
日
、
第
64
回
鞍
手

町
野
球
大
会
を
開
催
。
一
度

は
雨
で
延
期
と
な
っ
た
大
会

で
す
が
、
無
事
に
開
催
す
る

こ
と
が
で
き
て
よ
か
っ
た
で

す
。
参
加
チ
ー
ム
は
、
城
ヶ

崎
区
と
立
林
区
の
２
チ
ー
ム

で
し
た
。
結
果
は
４
―

３
で

城
ヶ
崎
区
が
勝
利
し
ま
し
た
。

●
問
い
合
わ
せ　

鞍
手
町
体

育
協
会
ま
で
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HealthINFOR
MATION健康や各種健診

についての
お知らせです

いきいき
健康
だより
総合福祉センター保健棟☎（42）8812

夏休み子どもクッキング
みんなで楽しく料理をしましょう。身近な材料で
作れる、簡単・おいしいメニューです。参加費は無
料ですので、ぜひ参加してみませんか。
●対象者　小・中学生とその保護者
●とき　７月30日（火）午前 10時から午後１時まで
●ところ　総合福祉センター保健棟
●持ってくる物　エプロン、三角巾
● 申込み　７月 19 日（金）までに右の
QRコードもしくは電話申込。定員（18
人）になり次第締め切ります。

総合健診（特 定 健 診
各種がん検診）について

生活習慣病予防のためにも年に１度は必ず健診
を受け、健康づくりに取り組みましょう。
●集団健診（検診）日程　子宮頸がん、乳がん検診
は受診できる日程が決まっています。ご希望の方
は〇のついている日程からお選びください。

とき 子宮頸・乳がん ところ 受付時間

９月24日（火） 〇

総合福祉 
センター

午前８時 30
分から 11 時

まで

９月25日（水） －
９月27日（金） 〇
９月30日（月） 〇
11月17日（日） 〇
11月18日（月） 〇
11月19日（火） －

７月の乳幼児健診は次のとおりです。該当者には
事前に通知をしています。通知が来ていない人はご
連絡ください。

乳幼児健診・相談

健診 とき 対象児

４か月健診 ７月11日（木） 令和６年２月15日から
令和６年３月13日生まれ

７か月健診
７月25日（木）

令和５年12月１日から
令和５年12月28日生まれ

12 か月健診 令和５年７月１日から
令和５年７月31日生まれ

１歳半健診
７月４日（木）

令和４年12月７日から
令和５年１月４日生まれ

３歳健診 令和３年６月７日から
令和３年７月４日生まれ

歯周病は口の中の細菌によって歯肉に感染がおこ
る病気で、生活習慣病と深く関係しています。歯周
病を予防するには口腔ケアと生活習慣を見直すこと
が大切です。参加費は無料です。
●対象者　鞍手町にお住まいの人
●とき　７月23日（火）午前９時 30分から 11時まで
●ところ　総合福祉センター保健棟
●内容　全身疾患と歯周病の関わりについて
●持ってくる物　筆記用具、水分補給できるもの
●申込み　７月16日（火）までに電話申込。定員（30
人）になり次第締め切ります。

歯の健康教室参加者募集

熱中症にご注意を
熱中症は、「気温が高くなりはじめる頃」や「湿度
の高い日が続く梅雨時」など体が暑さに慣れていな
い頃から起こりやすいため、注意が必要です。
●熱中症を防ぐために以下のことを心がけましょう
・日頃から健康管理（体温測定、健康チェック）を
しましょう。
・のどの渇きを感じる前に、こまめに水分や塩分を
補給しましょう。
・帽子、日傘や日陰で暑さを避け、通気性のよい服
装を心がけましょう。
・室温をこまめに確認し、無理をせずに、適度にエ
アコンを使用しましょう。

●熱中症の情報を取り入れましょう　
熱中症の危険性が高い場合には環境省から「熱中
症警戒アラート」が発表されます。QRコードから環
境省の熱中症予防サイトへアクセスできま
す。同サイトでは暑さ指数などの情報も提
供されています。外出前に確認しましょう。

●申込方法　健診を希望する人は、申込書を送付し
ますので、電話でご連絡ください。
　また、申込書をお持ちの人は、必要事
項を記入のうえ、ご希望の健診日の１
か月前までに返送してください。また
右のQRコードからインターネット上
で予約することもできます。

●健（検）診内容　特定健診、基本健診､ 各種がん検
診（胃がん・肺がん・大腸がん・前立腺がん・子
宮頸がん・乳がん）、結核検診、肝炎ウイルス検診

●申込み・問い合わせ　総合福祉センターまで

／勤労者ふれあい棟（体育館）の休館日は、毎週月曜日、毎月第３日曜日及び年末年始（12月29日から１月３日まで）です。
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／図書室は現在休館しています。７月末まで工事が行われるため、再開は８月の予定です（図書の返却・新聞の閲覧のみ可能です）。
／返却期限が過ぎている本は、至急ご返却ください。

国
民I

NFORMATIONBook ほん
大好き

中央公民館図書室☎（42）7200

中央公民館
図書室からの
お知らせです

著
者
が
13
歳
の
時
に
書
い
た「
自
閉
症
の
僕

が
飛
び
は
ね
る
理
由
」
で
は
、理
解
さ
れ

に
く
い
自
閉
症
者
の
内
面
を
平
易
な
言

葉
で
伝
え
ま
し
た
。
自
閉
症
の
世
界
の
謎
を
説
明

す
る
こ
と
で
、
僕
た
ち
の
障
が
い
が
決
し
て
わ
が

ま
ま
か
ら
き
て
い
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
わ
か

っ
て
も
ら
え
た
ら
僕
た
ち
は
希
望
を
手
に
入
れ
る

こ
と
が
で
き
る
と
い
い
ま
す
。

　
自
分
ら
し
く
生
き
た
い
、
そ
れ
は
ど
ん
な
人
で

も
同
じ
で
、
ど
ん
な
人
も
助
け
な
し
に
は
生
き
ら

れ
な
い
。
こ
の
本
で
は
、
自
閉
症
が
教
え
て
く
れ

た
こ
と
や
違
い
を
恐
れ
ず
に
前
を
向
い
て
生
き
て

い
く
こ
と
な
ど
、
大
人
に
な
っ
た
東
田
さ
ん
が
日

常
の
中
で
感
じ
た
こ
と
や
考
え
た
こ
と
が
綴
ら
れ

て
い
ま
す
。

自
閉
症
が
30
歳
の

僕
に
教
え
て 

く
れ
た
こ
と

著
＝
東
田 

直
樹

子
ど
も
の
こ
ろ
風
船
を
手
に
持
っ
た
時
、わ

く
わ
く
感
と
一
緒
に
、今
に
も
飛
ん
で
い

き
そ
う
な
心
細
い
思
い
を
し
た
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
街
で
の
買
い
物
を
す
ま
せ
た
家
族
は
電
車
に
乗

っ
て
海
辺
の
家
ま
で
帰
り
ま
す
。
そ
の
時
で
す
。

電
車
に
乗
ろ
う
と
し
た
女
の
子
の
手
か
ら
、
赤
い

風
船
が
す
る
り
と
離
れ
て
空
高
く
舞
い
上
が
っ
て

い
き
ま
す
。
風
船
は
ふ
わ
ふ
わ
と
雲
の
中
に
入
っ

た
り
、
野
は
ら
や
山
を
越
え
た
り
、
動
物
や
鳥
の

い
る
森
の
中
に
も
入
っ
て
い
き
ま
す
。
ペ
ー
ジ
を

め
く
っ
て
い
く
と
仕
掛
け
も
あ
っ
て
楽
し
い
絵
本

で
す
。風
船
の
旅
は
ど
こ
ま
で
続
く
の
で
し
ょ
う
。

ふ
う
せ
ん
と 

で
ん
し
ゃ

　

 

ふ
う
せ
ん
は 

ど
こ
へ
い
っ
た
？

作
・
絵
＝
間
瀬 

な
お
か
た

本
は
知
識
を
深
め
る
だ
け
で
な
く
、

本
は
知
識
を
深
め
る
だ
け
で
な
く
、

人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
広
げ
て
く
れ
ま
す
。

人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
広
げ
て
く
れ
ま
す
。

新
た
な
本
と
の
出
会
い
は
新
た
な
人
と
の
出
会
い
の
始
ま
り
。

新
た
な
本
と
の
出
会
い
は
新
た
な
人
と
の
出
会
い
の
始
ま
り
。

広
が
る
本
だ
な
で
は
、
新
た
な
本
と
の
出
会
い
の
場
と
し
て
、

広
が
る
本
だ
な
で
は
、
新
た
な
本
と
の
出
会
い
の
場
と
し
て
、

毎
月
お
す
す
め
の
本
を
２
冊
紹
介
し
ま
す
。

毎
月
お
す
す
め
の
本
を
２
冊
紹
介
し
ま
す
。

今
月
の
紹
介
者
は
石
松
一
葉
さ
ん
で
す
。

今
月
の
紹
介
者
は
石
松
一
葉
さ
ん
で
す
。

広
が
る

広
が
る
本
だ
な

本
だ
な

中央公民館内で子どもを対象としたお話の会を
行います。お話の会では、絵本の読み聞かせのほか
にはさみを使わない簡単な工作もしています。親子
で参加してみませんか。
●とき　７月 13 日（土）午前 11 時から
●ところ　中央公民館研修室３
●申込期間　７月８日（月）から 11日（木）まで 

時間は午前９時から午後５時まで
※参加無料（先着 15 人）
●問い合わせ　中央公民館まで

子どものお話の会 とき ところ
７月13日（土）

午前 11時から
正午まで

研修室３

８月17日（土）

こどもの
としょしつ

９月21日（土）

10月12日（土） 午前 10時から
正午まで

11月16日（土）

午前 11時から
正午まで

12月７日（土）

令和７年１月18日（土）

２月15日（土）

３月８日（土）

■子どものお話の会年間スケジュール

※６月号からスケジュールの変更部分があります。

中央公民館図書室では、地域の人にお話の会などの行事の準備や書架整理等の図書室の業務に関わっていただ
くことで、利用者がより親しみ、利用しやすい図書室になる事を目指して、毎年４月頃に図書室ボランティアに
参加してくださる方を募集し、１年間一緒に活動しています。
活動は月に１度、返却された絵本の配架や、町内の施設に貸出する絵本のセットの選別など、図書室で行って

いる業務のサポートをお願いしています。

図書室の活動紹介 ～図書室ボランティア～
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前
立
腺
肥
大
症
に
つ
い
て

年
齢
を
重
ね
る
こ
と
に
よ
り
排
尿
の
異
常
は
性
別

を
問
わ
ず
ほ
ぼ
す
べ
て
の
人
が
経
験
す
る
も
の
で
あ

り
、
う
ま
く
付
き
合
っ
て
い
く
こ
と
が
大
事
で
す
。

こ
こ
で
は
、
男
性
の
排
尿
障
害
の
原
因
と
し
て
頻
度

が
高
い
前
立
腺
肥
大
症
に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。

排
尿
の
仕
組
み
と
そ
の
異
常
は
？

腎
臓
か
ら
流
れ
て
く
る
尿
は
、膀
胱
に
溜
め
ら
れ
、

い
っ
ぱ
い
に
な
る
と
尿
道
を
通
し
て
体
の
外
に
排
泄

さ
れ
ま
す
。
排
尿
の
異
常
は
、
尿
を
溜
め
る
膀
胱
の

働
き
の
異
常
、
尿
の
通
り
道
で
あ
る
尿
道
の
異
常
が

原
因
で
す
。
男
性
の
場
合
、
最
も
多
い
尿
道
の
異
常

が
前
立
腺
肥
大
症
で
す
。

前
立
腺
肥
大
症
の
症
状
は
？

夜
お
し
っ
こ
に
起
き
る
よ
う
に
な
る
、
尿
の
勢
い

が
弱
く
な
る
、排
尿
に
時
間
が
か
か
る
、排
尿
後
残
っ

た
感
じ
が
す
る
、
排
尿
後
に
少
し
漏
れ
る
な
ど
が
あ

り
ま
す
。
寒
い
時
期
や
飲
酒
後
、
風
邪
薬
を
飲
ん
だ

時
な
ど
に
全
く
尿
を
出
せ
ず
苦
し
い
状
態
に
な
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

前
立
腺
肥
大
症
が
疑
わ
れ
た
ら 

ど
ん
な
検
査
を
し
ま
す
か
？

検
尿
、
超
音
波
検
査
、
排
尿
の
勢
い
と
残
尿
量
の

測
定
が
主
で
、
体
に
負
担
が
か
か
る
検
査
は
あ
り
ま

せ
ん
。
こ
れ
に
加
え
、
男
性
で
最
も
多
い
と
い
わ
れ

る
前
立
腺
癌
の
検
査
の
た
め
の
採
血
を
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

治
療
は
必
要
で
す
か
？

前
立
腺
肥
大
症
の
す
べ
て
の
方
に
治
療
が
必
要

と
い
う
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
排
尿
の
症
状

が
気
に
な
る
、
ま

た
は
困
っ
て
い
る

場
合
は
、
治
療
に

よ
り
生
活
の
質
を

向
上
で
き
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
残
尿
が

多
い
場
合
に
は
、

膀
胱
炎
な
ど
を
起

こ
し
や
す
く
、
長

期
に
及
べ
ば
、
膀
胱
の
機
能
障
害
、
膀
胱
結
石
、
腎

臓
の
機
能
低
下
を
引
き
起
こ
し
、
時
に
は
重
篤
な
状

態
と
な
り
ま
す
。
夜
間
何
度
も
ト
イ
レ
に
起
き
る
場

合
に
は
転
倒
、
そ
れ
に
伴
う
骨
折
の
危
険
性
も
高
ま

り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
治
療
が
必
要
か
ど
う
か
を
知

る
た
め
に
も
、
泌
尿
器
科
を
受
診
し
て
い
た
だ
く
こ

と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

ど
の
よ
う
な
治
療
を
行
い
ま
す
か
？

適
度
な
水
分
摂
取
、
過
剰
な
ア
ル
コ
ー
ル
摂
取
を

避
け
る
、
適
度
な
運
動
を
行
う
な
ど
の
生
活
習
慣
の

見
直
し
と
、
内
服
薬
に
よ
る
治
療
を
行
い
ま
す
。
内

服
治
療
に
よ
り
十
分
な
効
果
が
認
め
ら
れ
な
い
場
合

は
、
手
術
を
お
勧
め
し
ま
す
。
手
術
は
尿
道
か
ら
内

視
鏡
を
入
れ
て
電
気
や
レ
ー
ザ
ー
で
大
き
く
な
っ
た

前
立
腺
を
切
除
し
た
り
焼
い
た
り
し
ま
す
。
最
近
で

は
非
常
に
体
に
負
担
が
少
な
い
内
視
鏡
治
療
も
あ
り

ま
す
の
で
、
泌
尿
器
科
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

1984年 島根医科大学医学部（現島根大学医学
部）卒業

1984年 産業医科大学病院　臨床研修医、専修
医（泌尿器科）

1985年 原三信病院へ出向・派遣
1987年 産業医科大学医学部泌尿器科助手
1990年 福島労災病院へ派遣
1996年 米国ウイスコンシン大学 Comprehensive 

Cancer Center
1997年 米国ロチェスター大学 George whipple Lab 

for Cancer Research

1998年 北九州市立戸畑病院泌尿器科部長
2000年 産業医科大学泌尿器科学講座講師
2003年 産業医科大学医学部泌尿器科学講座助

教授（現准教授）
2015年 産業医科大学医学部泌尿器科学講座教

授
2018年 産業医科大学病院 がんセンター長
2020年 産業医科大学若松病院 病院長

産業医科大学病院 副院長
2024年 ４月より地方独立行政法人くらて病院

理事長

プロフィール藤本 直浩　ふじもと なおひろ
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国民年金からの
お知らせです 年金の

そこが知りたい
役場保険年金係☎（４２）2111

◈申請方法

①免除（全額免除・一部免除）制度

②納付猶予制度

　本人、配偶者、世帯主それぞれの前年所得が一定額以下の場合に保険料が全額または一部免除されます。
なお、一部免除の場合は減額された保険料を期限内に納めなければ「未納」期間扱いになります。

　50 歳未満の人で、本人、配偶者それぞれの前年所得が一定額以下の場合に保険料の納付が猶予されます。

◈制度の対象となる所得の基準
　前年所得が以下の計算式で計算した金額の範囲内であることが免税・納付猶予の条件となります。

　令和６年度の免除・納付猶予の申請は、７月から受付を開始し、令和６年７月分から令和７年６月分ま
での期間を対象として審査が行われます。
　年金手帳をお持ちのうえ、役場税務保険課保険年金係または直方年金事務所（☎（22）0891）など最寄
りの年金事務所で申請してください。
※失業特例により、前年度までに失業した人の所得額を失業後の期間は０として審査することができます。
　特例に該当する場合は、「離職票」または「雇用保険受給資格者証」などの写しが必要です。

　保険料の免除、納付猶予、学生納付特例の承認を受けた期間がある場合、保険料を全額納付したときに比べ、将来受け取　保険料の免除、納付猶予、学生納付特例の承認を受けた期間がある場合、保険料を全額納付したときに比べ、将来受け取
る年金額が少なくなります。これを補うために、10 年以内であれば後から保険料を納めること（追納）ができ、納めると年る年金額が少なくなります。これを補うために、10 年以内であれば後から保険料を納めること（追納）ができ、納めると年
金額は減少しません（すでに老齢基礎年金を受け取っている人は追納できません）。金額は減少しません（すでに老齢基礎年金を受け取っている人は追納できません）。
※免除等の承認を受けた期間の翌年度から起算して３年度目以降に追納する場合は、当時の保険料に一定額が加算されます。※免除等の承認を受けた期間の翌年度から起算して３年度目以降に追納する場合は、当時の保険料に一定額が加算されます。

区区分分 計計算算式式

全額免除・納付猶予 （扶養親族等の数＋１） × 35 万円 ＋ 32 万円

3/4 免除 88 万円 ＋ 扶養親族等控除額 ＋ 社会保険料控除額等

半額免除 128 万円 ＋ 扶養親族等控除額 ＋ 社会保険料控除額等

1/4 免除 168 万円 ＋ 扶養親族等控除額 ＋ 社会保険料控除額等

国民年金保険料免除・納付猶予制度
― ご存じですか？ ―

　国民年金第１号の被保険者は、毎月の保険料を納める必要があります。収入の減少や失業等によって保険
料を納めることが困難になった場合、保険料を未納のままにしておくと、将来の年金（老齢年金）や障がい、
死亡といった不測の事態が生じたときに「障害年金」、「遺族年金」を受け取ることができなくなる場合があ
ります。
　そのような状況を防ぐため、被保険者本人が申請することで保険料が「免除」または「猶予」される制度
があります。

免除期間の保険料は、後から納めることができます

SupportCOM
MENT
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福祉の
そこが知りたい
高齢者支援係☎（42）2111

介護保険料の
お知らせです WelfareINFORMATION

介
護
保
険
料
の
お
知
ら
せ

■令和６年度の介護保険料（65 歳以上）　　   　　　　　                            （単位：円）

所得
段階 対象者 基準額に

乗じる割合
年額

保険料

１ 非
課
税
世
帯

生活保護の受給者及び老齢福祉年金受給者または課税年金収入額
（※１）と合計所得金額等（※２）の合計額が 80 万円以下の人 0.28 20,058

２

課税年金収入額
（※１）と合計所
得金額等（※２）
の合計額が

80万円を超え 120万円以下の人 0.48 34,384
３ 120万円を超える人　　　　　　 0.68 48,711
４ 課

税
世
帯

80万円以下の人　　　　　　　 0.90 64,470

５ 80万円を超える人　　　　　　 （基準額）
1.00 71,633

６

本
人
課
税

合
計
所
得
金
額
（
※
３
）
か
ら
特
別
控
除
額
（
※
４
）
を
引
い
た
額
が

120万円未満の人　 　　　　　 1.20 85,960
７ 120万円以上 210 万円未満の人 1.30  93,123
８ 210 万円以上 320 万円未満の人 1.50 107,450
９ 320 万円以上 340万円未満の人 1.60 114,613
10 340万円以上 360万円未満の人 1.65 118,195
11 360万円以上 380 万円未満の人 1.70 121,777
12 380 万円以上 400 万円未満の人 1.75 125,358
13 400 万円以上 420 万円未満の人 1.80 128,940
14 420 万円以上 440 万円未満の人 1.85 132,522
15 440 万円以上 460 万円未満の人 1.90 136,103
16 460 万円以上 480 万円未満の人 1.95 139,685
17 480 万円以上 500 万円未満の人 2.00 143,266
18 500 万円以上 520 万円未満の人 2.05 146,848
19 520 万円以上 540 万円未満の人 2.10 150,430
20 540 万円以上 560 万円未満の人 2.15 154,011
21 560 万円以上 580 万円未満の人 2.20 157,593
22 580 万円以上 600 万円未満の人 2.25 161,175
23 600 万円以上 620 万円未満の人 2.30 164,756
24 620 万円以上 720 万円未満の人 2.40 171,920
25 720 万円以上の人　 　　　　　 2.50 179,083

（
本
人
非
課
税
）

（※１）公的年金のうち、国民年金・厚生年金・共済年金などの課税対象となる年金収入額です。障害
年金 ・遺族年金・老齢福祉年金などは含まれません。

（※２）合計所得金額等＝合計所得金額－特別控除額－年金所得額
（※３）給与所得または公的年金等に係る所得を有する場合には、当該所得金額から 10 万円を控除し

て得た額（０円以下の場合は０円とみなします）
（※４）特別控除額とは、長期譲渡所得及び短期譲渡所得にかかる特別控除額のことです。詳しくは 

お問い合わせください。

住
民
税
や
世
帯
の
状
況

等
に
よ
っ
て
決
定
し
た
令

和
６
年
度
の
介
護
保
険
料

の
決
定
通
知
書
を
７
月
下

旬
に
送
付
し
ま
す
。

特
別
な
事
情
が
な
く
保

険
料
を
滞
納
す
る
と
、
介

護
サ
ー
ビ
ス
利
用
時
の
自

己
負
担
割
合
が
増
え
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

※
災
害
や
失
業
な
ど
や
む

を
得
な
い
理
由
で
保
険
料

を
納
め
る
こ
と
が
難
し
く

な
っ
た
と
き
は
、
申
請
に

よ
り
保
険
料
の
減
免
や
納

付
猶
予
が
受
け
ら
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

●
納
付
方
法
　
納
付
方
法

に
は
、
年
金
か
ら
天
引

き
で
納
め
る
場
合
と
納

付
書
、
口
座
振
替
で
納

め
る
方
法
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
コ
ン
ビ
ニ
で
の

納
付
も
で
き
ま
す
。
詳

し
く
は
、
決
定
通
知
書

と
同
封
の
お
知
ら
せ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

第
１
号
被
保
険
者
（
65
歳
以
上
）の

介
護
保
険
料
が
決
定
し
ま
し
た
。

●問い合わせ　役場福祉人権課高齢者支援係☎（42）2111（内線 242）
または福岡県介護保険広域連合総務課収納管理係☎092（981）9071 まで

見
直
し
に
よ
り
、
今
年
度
か
ら
介
護
保
険
料
が
変
わ
り
ま
す
。
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後期高齢者
医療制度

令和６年度の保険料額が決定しました。保険料額と７
月期以降の期ごとの納付額は、７月中旬に被保険者（加
入者）の皆さんにお届けする保険料額決定通知書で確
認できます。

　保険料は、被保険者全員が負担する「均等割額」と、被保険者の所得に応じて負担する「所得割額」の合計になります。

●保険料の軽減等

※後期高齢者医療制度に加入する前日まで「会社などの健康保険の被扶養者」だった人は、制度加入後２年間に限り均
等割額は５割軽減され、所得割額はかかりません。ただし、均等割の軽減割合（上表）の7割軽減に該当する人は、
7割軽減が優先されます。

　世帯の所得に応じて均等割額（年額60,004 円）が軽減されます。

同同一一世世帯帯内内のの被被保保険険者者及及びび
世世帯帯主主のの軽軽減減対対象象所所得得金金額額のの合合計計額額 軽軽減減割割合合

軽軽減減後後のの
均均等等割割額額
（（年年額額））

43万円（基礎控除額）+10万円×（給与所得者等の数－1）以下の人 7割 18,001 円

43万円（基礎控除額）+29.5万円×被保険者数+10万円×（給与所得者等の数－1）以下の人 ５割 30,002 円

43万円（基礎控除額）+54.5万円×被保険者数+10万円×（給与所得者等の数－1）以下の人 ２割 48,003 円

【軽減になる人の基準】

■均等割額の軽減

●問い合わせ　役場税務保険課保険年金係☎（42）2111（内線 201）まで

年間保険料
（最高限度額80万円） ＋

所得割額

（ ）－ 所得割率
11.83％

総所得
金額等

43万円
（基礎控除額）

×
＝

60,004円

均等割額

●保険料の納付方法は２種類あります

　後期高齢者医療保険料には２種類の納付方法があります。
①特別徴収……年金からの天引きのことです。原則は特別徴収ですが、加入後当分の間や年金の金額、保険料の額
によっては普通徴収になります。

②普通徴収……納付書や口座振替で納付する方法です。納付書が届いている場合は、納め忘れのないよう注意して
ください。コンビニエンスストアでもお支払いできます。納め忘れをしない方法として、口座振替による納付が
便利です。一度、登録すると納め忘れもなくて安心です。口座振替の手続きは、福岡銀行、西日本シティ銀行、
福岡ひびき信用金庫、直鞍農業協同組合、ゆうちょ銀行で行うことができます。

●８月から使用する新しい被保険者証を
「特定記録」で郵送します

　現在の被保険者証（うす緑色）の有効期限は、令和
６年７月 31 日までとなっています。
　８月から使用する新しい被保険者証は水色です。７
月中旬より順次「特定記録」で郵送します。「特定記録」
郵便は直接手渡しではなく、郵便受けへの投函となり
ます。
　８月１日以降に受診されるときは、新しい被保険者
証（水色）を持参し、医療機関の窓口に提示してくだ
さい。

● 限度額適用・標準負担額減額認定証 
（認定証）も８月更新となります

　現在、使用している後期高齢者医療の認定証の有効期
限は令和６年７月31日までとなっています。認定証をすで
に持っている人で令和６年度の町県民税も非課税の世帯の
人には、８月１日からの新しい認定証を７月下旬にお届けし
ます。認定証を持っていない人で新たに交付を希望する場
合は、窓口での申請手続き※が必要になります。
※交付申請に必要なもの…被保険者証、その他（非課税
証明書など収入額を証明するものや、入院期間を確認
できるものが必要になる場合があります。）
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「鞍手町空家バンク」を利用してみませんか？
を売りたい人・貸したい人、買いたい人・借りたい人へ～家

空

　空家バンクは、空家の売却・賃貸を希望する所有者から物件の情報を町に登録してもらい、登録した
物件を町公式ホームページ等で紹介することにより購入・賃借の希望者と橋渡しする制度です。

　

）
者
有
所
（
人
い
た
し
貸
・
人
い
た
り
売
を
家
空

　

）
者
望
希
用
利
（
人
い
た
り
借
・
人
い
た
い
買
を
家
空

●必要な書類

●空家バンク利用の流れ

①登録申込書・登録カード
②課税通知書の写し（持っている場合）
③身分を証明するもの（顔写真付きのもの）
※登録した内容を変更、抹消する場合は変更
届出書、登録抹消届出書の提出が必要です。

※状況により、別途必要な書類を提出していただく場合があります。
※空家バンクに登録する物件（売却・賃貸）は一定の基準を満たしている必要があります。

①利用希望登録申請書・誓約書
②身分を証明するもの（顔写真付きのもの）
※登録した内容を変更する場合は変更届出書
の提出が必要です。

　鞍手町空家バンクでは、情報の紹介や必要な連絡調整は行いますが、所有者と利用希望者の間で行う
物件の売却・賃貸に関する交渉・契約に関しての仲介行為は行いません。また、契約後のトラブル等に
ついても当事者間で解決をお願いします。

注意事項！

協定⑫交渉申込みの連絡及び所有者・
　利用者の情報提供

⑬契約交渉を依頼

⑮交渉結果を報告

⑭交渉結果を報告

公益社団法人
福岡県宅地建物取引業協会筑豊支部

年72和昭（法業引取物建地宅、は合場たし頼依へ者業介仲を渉交約契 ※
法律第 176 号）等の関係法令に基づき仲介報酬が発生します。

当事者間で直接交渉
仲介業者を介さない場合は、当事者間で交渉・契約を行ってください。

登録時に直接交渉か間接交渉かを選択することができます。

仲介事業者による間接交渉

①物件の登録申し込み

②登録完了通知

⑤利用希望登録

⑥利用登録完了通知

⑧空家情報提供

⑨空家利用希望⑪利用希望を報告

③物件を台帳に登録
④町ホームページ等で空家情報を公開

⑦利用希望者を台帳に登録
⑩所有者と利用希望者の連絡調整

鞍手町

※希望する仲介事業者がある場合は、物件の登録申込時にお申し出ください。

※利用には、諸条件があります。

●問い合わせ　役場まちづくり課まちづくり戦略係☎（42）2111（内線 311・312）まで



2024.７−14

税
金

相
談

●鞍手町役場 ………（42）2111
FAX ………（42）5693

●中央公民館 ………（42）7200
●教育課 ……………（42）7200
●歴史民俗博物館 …（42）3200

（休館中）
●総合福祉センター …（42）8811
●地域包括支援センター …（43）3019
●上下水道課 ………（42）0408
●中央浄水場 ………（42）0417
●くらて病院 ………（42）1231
●鞍寿の里 …………（42）1233
●鞍手駅 ……………（42）5563
●社会福祉協議会 …（42）7800
●火災の発生状況 …（32）3211
●防災無線内容確認 …（43）1550

くく
ら
しのの

Calendar
2024
日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４ ５ ６
７ ８ ９ 10 11 12 13
14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27
28 29 30 31

☎ 問い合わせ先 ☎

７

情情
報報

今
月
の
納
税・納
付（
７
月
）

●
固
定
資
産
税
　
第
２
期

●
国
民
健
康
保
険
税  

第
２
期

●
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料  

第
１
期

納
期
限
は
７
月
25
日
（
木
）

で
す
。
納
期
限
を
過
ぎ
る
と

督
促
状
を
送
付
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
役
場
税
務

保
険
課
収
納
係
・
保
険
年

金
係
ま
で

納
税
・
納
付
は 

確
実
な
口
座
振
替
で

個
人
が
納
め
る
町
税
や
保

険
料
は
口
座
振
替
に
す
る
と

納
め
忘
れ
も
な
く
て
安
心
で

す
。
毎
月
15
日
ま
で
に
手
続

き
を
す
れ
ば
翌
月
の
納
付
期

限
か
ら
口
座
振
替
が
で
き
ま

す
。
口
座
振
替
依
頼
書
は
町

内
の
金
融
機
関
や
役
場
税
務

保
険
課
等
に
あ
り
ま
す
。

●
必
要
な
も
の
　
納
税
（
納

入
）
通
知
書
、
通
帳
、
通

帳
届
出
印

●
取
引
金
融
機
関
　
直
鞍
農

業
協
同
組
合
、
福
岡
ひ
び

き
信
用
金
庫
、
福
岡
銀
行
、

西
日
本
シ
テ
ィ
銀
行
、
ゆ

う
ち
ょ
銀
行

●
振
替
日
　
毎
月
25
日
（
金

融
機
関
が
休
み
の
場
合
は

次
の
営
業
日
）

●
問
い
合
わ
せ
　
役
場
税
務

保
険
課
収
納
係
ま
で

税
金
・
保
険
料
は 

納
期
内
に
納
め
ま
し
ょ
う

税
金
や
保
険
料
は
、
町
の

財
政
に
と
っ
て
大
切
な
財
源

で
す
。
こ
の
財
源
は
町
の
運

営
や
皆
さ
ん
の
福
祉
・
教
育
・

保
険
な
ど
に
使
わ
れ
て
い
ま

す
。
税
金
や
保
険
料
は
納
期

ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
納
め
忘
れ
が
あ
る
場
合

は
、
早
め
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

●
問
い
合
わ
せ  

役
場
税
務
保

険
課
収
納
係
ま
で

求
む
。
平
和
を
愛
す
る
人 

自
衛
官
等
採
用
試
験
の 

お
知
ら
せ

自
衛
隊
福
岡
地
方
協
力
本

部
飯
塚
地
域
事
務
所
で
は
、

次
の
と
お
り
自
衛
官
等
採
用

試
験
を
行
い
ま
す
。

●
第
２
回
一
般
曹
候
補
生
　

▽
受
付
期
限
＝
９
月
３
日

（
火
）
▽
試
験
期
日
＝
９
月

17
日
（
火
）
か
ら
20
日
（
金
）

ま
で
の
い
ず
れ
か
１
日

●
第
３
回
自
衛
官
候
補
生
　

▽
受
付
期
限
＝
９
月
３
日

（
火
）▽
試
験
期
日
＝
９
月

17
日
（
火
）
か
ら
20
日
（
金
）

ま
で
の
い
ず
れ
か
１
日

※
応
募
資
格
、
試
験
会
場
等
、

詳
細
に
つ
い
て
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
自
衛
隊
で
は
、
説
明
会
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ご
都
合

に
合
わ
せ
て
個
別
・
出
張

説
明
も
可
能
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
自
衛
隊
福
岡

地
方
協
力
本
部
飯
塚
地
域

事
務
所
☎
０
９
４
８（
２
２
）

４
８
４
７
ま
で

福
岡
県
警
察
官
採
用
試
験

が
行
わ
れ
ま
す

福
岡
県
警
察
で
は
、
次
の

と
お
り
第
２
回
福
岡
県
警
察

官
採
用
試
験
を
行
い
ま
す
。

●
種
類
　
▽
①
＝
警
察
官
A

【
第
２
回  

男
性
・
女
性
・

武
道
指
導
】
▽
②
＝
警
察

官
B
【
男
性
・
女
性
】
▽

③
＝
警
察
官
Ｃ
【
経
済
・

語
学
・
情
報
工
学
】

●
第
１
次
試
験
日
　
９
月
22

日
（
日
・
祝
）

●
受
付
期
間
　
８
月
８
日

（
木
）か
ら
29
日（
木
）
ま
で

（
福
岡
県
警
察
採
用
サ
イ
ト

か
ら
申
込
み
）

※
詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
　
直
方
警
察

署
総
務
課
☎
（
２
２
）
０

１
１
０
ま
で

補
聴
器
相
談
日

補
聴
器
相
談
が
次
の
と
お

り
行
わ
れ
ま
す
。

●
役
場
で
の
相
談  

▽
と
き

＝
７
月
５
日（
金
）午
後
１

時
か
ら
２
時
ま
で（
八
幡
補

聴
器
）▽
と
き
＝
７
月
11
日

（
木
）午
前
11
時
か
ら
正
午

ま
で（
九
州
リ
オ
ン
）▽
と

き
＝
７
月
24
日（
水
）午
後

１
時
か
ら
２
時
ま
で（
小
倉

補
聴
器
）▽
と
き
＝
８
月
２

日
（
金
）
午
後
１
時
か
ら

２
時
ま
で
（
八
幡
補
聴
器
）

※
役
場
で
の
相
談
は
、受
付
順

の
番
号
札
を
配
布
し
ま
す
。

●
く
ら
て
病
院
で
の
相
談
　

▽
と
き
＝
７
月
４
日（
木
）

午
後
２
時
か
ら
４
時
30
分

ま
で（
九
州
リ
オ
ン
）
▽
と

き
＝
７
月
23
日
（
火
）
午

後
２
時
か
ら
４
時
ま
で
（
八

幡
補
聴
器
）▽
と
き
＝
７
月

25
日（
木
）
午
後
２
時
か
ら

５
時
ま
で
（
あ
そ
う
補
聴

器
）
▽
と
き
＝
８
月
１
日

（
木
）
午
後
２
時
か
ら
４
時

30
分
ま
で
（
九
州
リ
オ
ン
）

●
問
い
合
わ
せ
　
役
場
福
祉

人
権
課
福
祉
人
権
係
ま
た

は
く
ら
て
病
院
ま
で

税
等

募
集

相
談
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お
困
り
の
場
合
は 

無
料
法
律
相
談
へ
ど
う
ぞ

野
中
・
西
村
法
律
事
務
所

の
弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律

相
談
が
行
わ
れ
ま
す
。
受
付

は
７
人
ま
で
で
す
。

●
と
き  

７
月
10
日（
水
）▽
受

付（
順
番
の
抽
選
）＝
午
後

０
時
45
分
か
ら
▽
相
談
＝

午
後
１
時
か
ら
４
時
ま
で

●
と
こ
ろ
　
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー

●
問
い
合
わ
せ
　
社
会
福
祉

協
議
会
ま
で

ひ
と
り
で
悩
む
前
に
 

心
配
ご
と
相
談
へ
ど
う
ぞ

直
方
法
務
局
の
職
員
、
人

権
擁
護
委
員
、
行
政
相
談
委

員
の
皆
さ
ん
が
、
あ
な
た
の

悩
み
に
お
答
え
し
ま
す
。

●
と
き
　
７
月
25
日
（
木
）

▽
受
付
＝
午
後
０
時
45
分

か
ら
▽
相
談
＝
午
後
１
時

か
ら
３
時
ま
で

●
と
こ
ろ
　
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー

●
問
い
合
わ
せ
　
社
会
福
祉

協
議
会
ま
で

ご
家
庭
の 

困
り
ご
と
に
つ
い
て 

い
っ
し
ょ
に
考
え
ま
す

７
月
の
子
ど
も
支
援
オ

フ
ィ
ス
に
よ
る
巡
回
相
談
を

次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

●
と
き　

７
月
18
日
（
木
）

●
受
付
方
法
（
予
約
制
）　

電

話
ま
た
は
窓
口
に
て
予
約

●
相
談
時
間　

午
前
10
時
か

ら
11
時
ま
で

●
と
こ
ろ　

役
場
相
談
室

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
健
康

こ
ど
も
課
子
育
て
支
援
係

ま
で

空
き
家
活
用
相
談
会
を 

開
催
し
ま
す

直
鞍
地
区
居
住
支
援
協
議

会
で
は
、
空
き
家
の
利
活
用

に
つ
い
て
の
相
談
会
を
開
催

し
ま
す
。
弁
護
士
と
司
法
書

士
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。
相

談
は
無
料
で
で
き
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
と
き  

７
月
26
日（
金
）午
後

１
時
か
ら
５
時
ま
で
（
事

前
予
約
制
）

※
相
談
時
間
は
、
一
人
あ
た

り
30
分
で
す
。

●
と
こ
ろ
　
直
方
市
役
所
５

０
３
会
議
室

●
相
談
対
象
者
　
直
鞍
地
区

（
直
方
市
・
宮
若
市
・
鞍
手

町
・
小
竹
町
）
に
あ
る
空

き
家
の
所
有
者
・
管
理
者

の
う
ち
空
き
家
の
有
効
活

用
を
考
え
て
い
る
人

●
相
談
内
容
　
空
き
家
あ
る

い
は
将
来
的
に
空
き
家
に

な
る
可
能
性
が
あ
る
家
屋

の
活
用
に
つ
い
て

●
申
込
方
法   

電
話
、
メ
ー
ル

●
問
い
合
わ
せ
一
般
社
団
法

人
そ
ー
し
ゃ
る
・
お
ふ
ぃ
す

☎
（
２
８
）８
１
０
２
ま
で

司
法
書
士
に
よ
る 

相
続
・
遺
言
相
談
会

相
続
登
記
や
遺
言
書
の
作

成
な
ど
の
ほ
か
、
不
動
産
の

名
義
変
更
、成
年
後
見
制
度
や

借
金
問
題
、賃
貸
借
ト
ラ
ブ
ル

な
ど
日
常
生
活
で
生
じ
る
法

律
問
題
に
つ
い
て
司
法
書
士

が
無
料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

●
と
き  

８
月
３
日（
土
）午
前

10
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

●
と
こ
ろ
　
▽
筑
豊
会
場
（
定

員
24
組
）
＝
ウ
ィ
ズ
ゆ
く

は
し
２
階
研
修
室
４
（
行

橋
市
）
▽
福
岡
会
場
（
定

員
64
組
）
＝
天
神
ビ
ル
11

階
第
５
～
８
会
議
室
（
福

岡
市
）
▽
筑
後
会
場
（
定

員
24
組
）
＝
久
留
米
商
工

会
館
５
階
大
ホ
ー
ル
（
久

留
米
市
）
▽
北
九
州
会
場

（
定
員
40
組
）
＝
Ｋ
Ｍ
Ｍ
ビ

ル
４
階
第
２
、
３
会
議
室

（
北
九
州
市
）

●
予
約
受
付
期
間  

７
月
10
日

（
水
）
か
ら
８
月
１
日
（
木
）

ま
で
。
時
間
は
午
前
10
時

か
ら
午
後
４
時
ま
で

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　

福
岡
県
司
法
書
士
会
事
務

局
☎
０
９
２
（
７
２
２
）
４

１
３
１
ま
で

セレモニー・ホール

鞍心館
◆信頼・・・３５年以上のの経験！
◆真心・・・心のこもったお葬儀を！
◆安心・・・無理のないプランを！あん　　しん　　かん

鞍手町小牧2084-1

（有）花六葬儀社
問合せ先

鞍手町大字中山3024-42（昭和通り）

0 1 2 0 - 4 1 - 8 7 6 9

※入会金（1万円）のみの
『鞍心会員』募集中！！

セレモニー・ホール

鞍心館
◆信頼・・・３５年以上のの経験！
◆真心・・・心のこもったお葬儀を！
◆安心・・・無理のないプランを！あん しん かん

鞍手町小牧2084-1（旧ダイヤブック）

（有）花六葬儀社
問合せ先

鞍手町大字中山3024-42（昭和通り）

0 1 2 0 - 4 1 - 8 7 6 9

※入会金（1万円）のみの
『鞍心会員』募集中！！

45

お子さんの聞こえに対する 
相談を受け付けます

生まれてくる赤ちゃんの 1,000 人に１
人か２人は、生まれつき耳が聞こえない
ことがあるといわれています。その場合、
早期に発見して早くからコミュニケー
ションをとる練習をすることが、赤ちゃ
んの言葉の成長のためには大切です。

福岡県乳幼児聴覚支援センターでは、
支援が必要なお子さんの療育開始までの
フォローアップや、お子さんの聞こえに
ついて不安をお持ちの保護者の皆様への
相談支援を行っています。専門の職員が
対応しますので、ぜひ、お気軽にセンター
へご相談ください。詳細は、右
のＱＲコードからホームページ
をご確認ください。
●とき　毎週月・水・金曜日午前 10 時か

ら午後４時まで（年末年始、祝日を除く）
●相談方法  ▷電話相談＝☎092（402）2673 
▷メール相談＝ fmc . c h o uk aku@
fukuoka .med . o r . j p ▷面談＝福岡県
医師会館２階（福岡市博多区）で実施（要
予約）

● 問い合わせ  役場健康こども課健康増
進係まで

総務省九州管区行政評価局では、買い物の
際に気軽に相談できるよう、毎週金曜日に北
九州市にある小倉井筒屋に無料の相談窓口
を開設しています。

税金、年金、保険、登記、相続、土地境界など
くらしや行政に関する相談に応じます。開設
日により相談できる内容が異なりま
すので右のＱＲコードからご確認い
ただくかお問い合わせください。
● とき　毎週金曜日午前 10 時から午後４時

まで
●ところ　小倉井筒屋新館８階（北九州市小

倉北区）
● 問い合わせ　総務省九州管区行政評価局 

☎ 092（431）7082 まで

くらし・行政相談コーナー
開設のお知らせ



あ
な
た
と
歩
む
司
法
書
士 

無
料
法
律
相
談
会
開
催

筑
豊
京
築
総
合
相
談
セ
ン

タ
ー
で
は
、
相
続
や
会
社
設

立
、
借
金
、
悪
質
商
法
な
ど

の
問
題
や
成
年
後
見
な
ど
身

近
な
法
律
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い

て
無
料
法
律
相
談
会
を
開
催

し
ま
す
。

相
談
会
は
、
会
場
に
設
置

し
た
w
e
b
シ
ス
テ
ム
を
介

し
て
遠
隔
で
行
わ
れ
ま
す
。

w
e
b
操
作
は
会
場
責
任
者

（
司
法
書
士
）
が
行
い
ま
す
の

で
、
ご
安
心
く
だ
さ
い
。

相
談
内
容
な
ど
、
秘
密
は

固
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
お

悩
み
ご
と
が
あ
れ
ば
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
と
き  

７
月
27
日（
土
）午
前

10
時
か
ら
午
後
１
時
ま
で

●
と
こ
ろ　

直
方
市
中
央
公

民
館
２
階
第
１
学
習
室

●
申
込
み（
予
約
優
先
）
▽
受

付
期
間
＝
定
員（
６
組
）の

枠
が
埋
ま
る
ま
で
（
土
・
日
・

祝
日
は
除
く
）
▽
受
付
時

間
＝
午
前
10
時
か
ら
午
後

４
時
ま
で
▽
申
込
先
＝

☎
０
９
４
７
（
４
４
）
２

５
３
０

●
主
催　

福
岡
県
司
法
書
士

会
筑
豊
支
部

●
問
い
合
わ
せ  

筑
豊
京
築
総

合
相
談
セ
ン
タ
ー
☎
０
９

４
７
（
４
４
）
２
５
３
０

ま
で

福
祉
サ
ー
ビ
ス
苦
情
解
決

事
業
の
お
知
ら
せ

福
岡
県
運
営
適
正
化
委
員

会
事
務
局
で
は
、
福
祉
施
設
・

事
業
所
や
在
宅
等
で
提
供
さ

れ
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
関
す

る
苦
情
の
解
決
を
図
る
事
業

を
行
っ
て
い
ま
す
。

福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
時
の

苦
情
に
つ
い
て
、
事
業
所
と

話
し
合
い
で
解
決
し
な
い
場

合
は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
内
容
に
応
じ
て
ほ
か
の
機

関
を
ご
案
内
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

●
と
き　

平
日
午
前
９
時
か

ら
午
後
５
時
ま
で
（
祝
日
・

年
末
年
始
を
除
く
）

●
問
い
合
わ
せ  

福
岡
県
運

営
適
正
化
委
員
会
事
務
局

☎
０
９
２
（
９
１
５
）
３

５
１
１
ま
で

野
焼
き
は
法
律
で 

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

「
野
焼
き
」
と
は
、
家
庭
ご

み
や
せ
ん
定
し
た
枝
な
ど
を

屋
外
で
焼
却
す
る
こ
と
で
す
。

野
焼
き
は
、「
廃
棄
物
の
不

適
正
な
処
理
の
防
止
」「
周
辺

地
域
の
生
活
環
境
に
与
え
る

影
響
」
か
ら
原
則
禁
止
さ
れ

て
お
り
、
罰
則
の
対
象
と
な
っ

て
い
ま
す
。
近
隣
に
住
む
人

へ
迷
惑
を
か
け
な
い
た
め
に

も
野
焼
き
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

●
問
い
合
わ
せ  

役
場
住
民
環

境
課
環
境
係
ま
で

ご
み
の
不
法
投
棄
、

ポ
イ
捨
て
は
犯
罪
で
す

不
法
投
棄
と
は
、
廃
棄
物
を

適
正
に
処
理
せ
ず
道
路
や
空
き

地
等
に
捨
て
る
行
為
で
す
。

町
で
は
、
人
目
に
つ
き
に

く
い
場
所
な
ど
に
不
法
投
棄

が
発
生
し
て
お
り
、
啓
発
看

板
の
設
置
や
警
察
と
連
携
し

た
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
不
法
投

棄
の
防
止
に
努
め
て
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ  

役
場
住
民
環

境
課
環
境
係
ま
で

農
業
者
年
金
に

加
入
し
ま
せ
ん
か

農
業
者
年
金
は
、
農
業
者

の
豊
か
な
老
後
生
活
の
た
め

に
国
民
年
金（
基
礎
年
金
）
に

上
乗
せ
さ
れ
る
公
的
な
年
金

制
度
で
す
。
保
険
料
は
月
額

２
万
円
か
ら
６
万
７
千
円
ま

で
の
間
で
自
由
に
選
択
・
見

直
し
が
で
き
ま
す
。
詳
細
は
、

農
業
者
年
金
基
金
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
加
入
資
格
　
次
の
要
件
を

す
べ
て
満
た
す
人
①
年
間

60
日
以
上
農
業
に
従
事
し

て
い
る
人
②
国
民
年
金
第

１
号
被
保
険
者
③
20
歳
以

上
60
歳
未
満
の
人

●
加
入
手
続
き
・
問
い
合
わ
せ

農
業
委
員
会
事
務
局
ま
で

い
た
ず
ら
ド
バ
ト
や 

カ
ラ
ス
を
退
治
し
ま
す

農
作
物
の
被
害
を
防
ぐ
た

め
、
次
の
と
お
り
ド
バ
ト
や

カ
ラ
ス
（
有
害
鳥
獣
）
の
駆

除
を
行
い
ま
す
。
期
間
中
は

猟
友
会
の
皆
さ
ん
が
銃
を
使

用
し
ま
す
の
で
、
伝
書
鳩
な

ど
を
飼
っ
て
い
る
人
は
十
分

に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

●
駆
除
期
間 

７
月
１
日（
月
）

か
ら
９
月
30
日（
月
）ま
で

●
問
い
合
わ
せ
　
役
場
産
業

振
興
課
農
業
振
興
係
ま
で

ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど
の
土
は

道
路
に
出
る
前
に

落
と
し
て
く
だ
さ
い

農
家
の
皆
さ
ん
、
ト
ラ
ク

タ
ー
な
ど
に
付
着
し
た
土
は

道
路
に
出
る
前
に
落
と
し
て

い
ま
す
か
。
町
に
は
、
ト
ラ

ク
タ
ー
な
ど
に
付
着
し
た
土

が
道
路
を
汚
し
て
い
る
と
い

う
苦
情
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。
道
路
に
で
き
る
だ
け
土

を
落
と
さ
な
い
よ
う
ご
協
力

く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ  

役
場
産
業

振
興
課
農
業
振
興
係
ま
で
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一般社団法人福岡県助産師会が運
営している SOS 電話相談では、産も
うかどうか迷っている、妊娠中の生
活など妊娠に関すること、ご飯を食
べてくれない、発育の様子など子育
てに関すること、からだの変化や性
感染症など思春期に関することなど
で悩みや不安をお持ちの皆さんへ相
談支援を行っています。専門の職員
が対応しますので、お気軽にご相談
ください。
● 電話相談　▷とき＝平日・土曜日

午前９時から午後５時30分まで（日
曜日、お盆、年末年始は休み）▷
連絡先＝☎ 092（406）5118

● メール相談　SOS 電話相談（一般
社団法人福岡県助産師会）ホーム
ページから必要事項を入力してく
ださい。

　詳細は、右のＱＲコード
からご確認ください。

●問い合わせ  役場健康こども課健康
増進係まで

妊娠・子育て・思春期 
に関する相談を 
受け付けます

お
知
ら
せ
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農
地
の
出
し
手
、 

受
け
手
を
募
集
し
ま
す

農
地
中
間
管
理
機
構
を
通

じ
て
農
地
の
貸
借
を
行
い
ま

せ
ん
か
。農
地
中
間
管
理
機
構

は
、農
地
を
貸
し
た
い
出
し
手

か
ら
規
模
拡
大
な
ど
を
目
的

に
借
り
た
い
受
け
手
へ
の
農

地
の
集
積
・
集
約
化
を
進
め
る

た
め
、農
地
の
中
間
的
受
け
皿

と
な
る
組
織
で
す
。公
的
機
関

の
た
め
、農
地
の
出
し
手
は
確

実
に
賃
料
が
振
り
込
ま
れ
て

安
心
で
す
。
詳
細
は
、お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
　
役
場
産
業

振
興
課
農
業
振
興
係
ま
で

危
険
な
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の

撤
去
費
用
を
補
助
し
ま
す

倒
壊
の
危
険
性
が
高
い
ブ

ロ
ッ
ク
塀
等
の
撤
去
を
行
う

人
に
対
し
、
撤
去
に
か
か
る

費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

補
助
金
額
に
つ
い
て
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
対
象
要
件
　
町
内
の
道
路

に
面
す
る
高
さ
が
１
メ
ー

ト
ル
以
上
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀

を
撤
去
す
る
工
事

※
要
件
は
こ
の
ほ
か
に
も
あ

り
ま
す
。

●
申
請
期
間
　
随
時
受
付
中

●
問
い
合
わ
せ  

役
場
管
財
課

公
共
施
設
係
ま
で

木
造
戸
建
て
住
宅
の

耐
震
化
を
支
援
し
ま
す

地
震
に
よ
る
木
造
戸
建
て
住

宅
の
倒
壊
を
防
ぐ
た
め
、
県
で

は
令
和
６
年
度
に
行
う
性
能
向

上
工
事
等
に
か
か
る
費
用
の
一

部
を
補
助
し
ま
す
。

●
交
付
要
件
　
昭
和
56
年
５
月

31
日
以
前
に
建
築
ま
た
は

着
工
し
た
鞍
手
町
内
に
建

つ
２
階
建
て
以
下
の
一
戸

建
て
の
住
宅
で
あ
る
こ
と

※
要
件
は
こ
の
ほ
か
に
も
あ

り
ま
す
。

●
申
請
期
間
　
随
時
受
付
中

●
問
い
合
わ
せ  

役
場
管
財
課

公
共
施
設
係
ま
で

中
古
住
宅
の 

リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
金
で 

移
住
を
推
進
し
ま
す

町
で
は
、
移
住
者
を
対
象

に
中
古
住
宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム

工
事
費
用
を
補
助
し
ま
す
。

●
対
象
者
　
令
和
５
年
４
月

１
日
以
降
に
鞍
手
町
に
転

入
し
、
中
古
住
宅
を
取
得

し
て
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
を

し
た
人

●
補
助
額
　
工
事
費
の
５
分

の
１
（
上
限
20
万
円
）

●
対
象
工
事
　
一
般
改
修（
屋

根
・
外
装
・
水
回
り
）、
バ

リ
ア
フ
リ
ー
化
、
省
エ
ネ

化
、
耐
震
化

●
申
請
期
限
　
入
居
日
ま
た

は
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
完
了

日
の
い
ず
れ
か
遅
い
方
の

日
か
ら
６
か
月
以
内

●
問
い
合
わ
せ
　
役
場
ま
ち

づ
く
り
課
ま
ち
づ
く
り
戦

略
係
ま
で

後
期
高
齢
者
医
療
か
ら
の

お
知
ら
せ
で
す

後
期
高
齢
者
医
療
は
75
歳

以
上
の
人
が
加
入
す
る
保
険

で
す
が
、
一
定
の
障
が
い
が

あ
る
65
歳
以
上
の
人
も
申
請

す
る
と
加
入
で
き
ま
す
。

ま
た
、
住
民
税
非
課
税
世

帯
や
３
割
負
担
（
一
部
）
の

場
合
、
入
院
や
高
額
な
外
来

診
療
が
自
己
負
担
限
度
額
ま

で
で
済
む
認
定
証
を
発
行
し

ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
　
役
場
税
務

保
険
課
保
険
年
金
係
ま
で

国
民
健
康
保
険
の

保
険
証
を
送
付
し
ま
す

75
歳
未
満（
令
和
６
年
８
月

１
日
時
点
）の
国
民
健
康
保
険

加
入
者
を
対
象
に
、国
民
健
康

保
険
の
保
険
証
を
７
月
初
旬

に
簡
易
書
留
で
送
付
し
ま
す
。

ま
た
、令
和
５
年
度
以
前
の

国
民
健
康
保
険
税
に
滞
納
が

あ
る
場
合
は
送
付
対
象
に
は

な
り
ま
せ
ん
。
滞
納
が
解
消

さ
れ
な
い
限
り
保
険
証
を
交

付
で
き
な
い
こ
と
が
あ
る
の

で
、
速
や
か
な
納
付
ま
た
は

納
税
相
談
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ  

役
場
税
務
保

険
課
保
険
年
金
係
ま
で

国
民
健
康
保
険
か
ら 

社
会
保
険
へ
加
入 

14
日
以
内
に
必
ず
届
出
を

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し

て
い
る
世
帯
の
全
員
、
ま
た

は
そ
の
一
部
の
人
に
異
動
が

あ
っ
た
場
合
、
14
日
以
内
に

役
場
へ
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

届
出
が
遅
れ
る
と
後
で
医

療
費
を
返
さ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
役
場
税
務

保
険
課
保
険
年
金
係
ま
で

■２年目以降
①交付申請書
※電子申請する場合は、紙の書類は不要です。

●申請期間　８月１日（木）から 10 月 31 日（木）ま
で（土・日・祝日は除く）。時間は午前８時 30 分から
午後５時 15 分まで。ただし、木曜日は午後７時まで。

（電子申請は、期間内であればいつでも申請可能）

●申請方法　窓口または電子申請
※１年目は、電子申請をすることができません。

●申請書類　必要書類は次のとおりです。

※ 申請書類①、②は、役場まちづくり課で配布するほか、
町のホームページからもダウンロードできます。

　申請書類③、④、⑤は申請者が準備してください。

■１年目（電子申請不可）
①交付申請書
②交付申請チェックリスト
③登記事項証明書
④住宅の間取り図
⑤振込口座が確認できる書類　（通帳の写しなど）

８月１日から
定住促進奨励金
交付申請の
受付が始まります
　町では、平成 24 年１月２日から令和９年１月１日まで
の間に町内に住宅を取得して定住する人を対象に、定住
促進奨励金を 10 年間交付する事業を行っています。対象
となる場合は次のとおり忘れずに申請してください。
　なお、交付には要件があります。詳しいことはお問い
合わせください。

●問い合わせ　役場まちづくり課まちづくり戦略係まで



2024.７−18

くらしの情報

国
民
健
康
保
険
に 

加
入
し
て
い
る
皆
さ
ん 

こ
ん
な
と
き
は 

前
も
っ
て
手
続
き
を

医
療
機
関
窓
口
で
の
支
払

い
が
自
己
負
担
限
度
額
ま
で

と
な
る
「
限
度
額
適
用
認
定

証
」・「
限
度
額
適
用
・
標
準

負
担
額
減
額
認
定
証
」
は
、

外
来
診
療
で
も
使
え
ま
す
。

も
し
、
入
院
や
高
額
な
外

来
診
療
が
決
ま
っ
た
と
き
は
、

早
め
に
交
付
の
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
各
認

定
証
は
国
民
健
康
保
険
税
の

納
め
忘
れ
が
あ
る
場
合
に
は

交
付
さ
れ
ま
せ
ん
。

●
申
請
場
所
　
役
場
税
務
保

険
課
保
険
年
金
係
窓
口

●
申
請
に
必
要
な
も
の
　
国

民
健
康
保
険
証
・
住
民
税

非
課
税
世
帯
の
人
で
、
過

去
一
年
間
に
90
日
を
超
え

る
入
院
が
あ
っ
た
人
は
、

入
院
期
間
が
確
認
で
き
る

書
類
（
領
収
書
な
ど
）

●
問
い
合
わ
せ
　
役
場
税
務

保
険
課
保
険
年
金
係
ま
で

国
民
健
康
保
険
に 

加
入
し
て
い
る
皆
さ
ん 

交
通
事
故
な
ど
で 

け
が
を
し
た
と
き
は 

必
ず
届
出
を

国
民
健
康
保
険
の
加
入
者

で
交
通
事
故
や
け
ん
か
な
ど

第
三
者
行
為
に
よ
っ
て
け
が

を
し
た
場
合
は
、
す
ぐ
に
警

察
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
後
、
国
民
健
康
保
険
を

使
っ
て
診
療
を
受
け
る
場
合

は
、
必
ず
役
場
へ
届
け
出
て

く
だ
さ
い
。
届
出
が
な
い
ま

ま
診
療
を
受
け
た
場
合
、「
国

保
が
使
え
ま
せ
ん
」
と
言
わ

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
　
役
場
税
務

保
険
課
保
険
年
金
係
ま
で

マ
イ
ナ
保
険
証
を 

ご
利
用
く
だ
さ
い

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

健
康
保
険
証（
マ
イ
ナ
保
険

証
）と
し
て
利
用
す
る
と
、手

続
き
な
し
で
高
額
医
療
の
限

度
額
を
超
え
る
支
払
が
不
要

に
な
る
等
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り

ま
す
。病
院
や
薬
局
で
ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。詳
し
く
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
　
役
場
税
務

保
険
課
保
険
年
金
係
ま
で

ひ
と
り
親
家
庭
等
の 

就
業
を
支
援
し
ま
す

福
岡
県
ひ
と
り
親
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
で
は
、
ひ
と
り

親
家
庭
の
方
等
を
対
象
に
講

習
会
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

養
育
費
等
に
関
す
る
弁
護
士

電
話
相
談「
養
育
費
・
ひ
と
り

親
１
１
０
番
」
を
定
期
的
に

実
施
し
、集
中
的
に
相
談
を
受

け
付
け
て
い
ま
す
。詳
細
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
医
療
事
務
講
座
〈
資
格
取

得
〉
▽
と
き
＝
８
月
27
日

（
火
）か
ら
９
月
26
日（
木
）ま

で
の
間
の
毎
週
火
・
木
曜
日

（
計
10
日
間
）▽
と
こ
ろ
＝

直
方
総
合
庁
舎
▽
定
員
＝

８
人（
書
類
選
考
、
開
講
人

数
に
満
た
な
い
場
合
は
中

止
）▽
受
講
料
＝
無
料（
テ

キ
ス
ト
代
は
自
己
負
担
）

▽
申
込
締
切
＝
８
月
９
日

（
金
）必
着
▽
託
児
＝
有
（
事

前
予
約
制
、
託
児
対
象
年

齢
は
１
歳
～
就
学
前
ま
で
）

▽
申
込
先
＝
マ
ン
パ
ワ
ー

グ
ル
ー
プ
株
式
会
社
☎
０

９
２（
７
４
１
）９
５
３
１

●
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
Ⅲ
種
（
セ

ル
フ
ケ
ア
コ
ー
ス
）〈
資
格

取
得
〉　
▽
と
き
＝
８
月
28

日
（
水
）
か
ら
10
月
９
日

（
水
）
ま
で
の
毎
週
水
曜
日

（
計
７
日
間
）
▽
試
験
日
＝

11
月
３
日
（
日
・
祝
）
▽

と
こ
ろ
＝
宗
像
市
役
所
▽

定
員
＝
10
人
（
書
類
選
考
、

開
講
人
数
に
満
た
な
い
場

合
は
中
止
）
▽
受
講
料
＝

無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
は
自

己
負
担
）
▽
申
込
締
切
＝

８
月
９
日
（
金
）
必
着
▽

託
児
＝
有
（
事
前
予
約
制
、

託
児
対
象
年
齢
は
１
歳
～

就
学
前
ま
で
。
試
験
日
は

託
児
無
し
）
▽
申
込
先
＝

マ
ン
パ
ワ
ー
グ
ル
ー
プ
株

式
会
社
☎
０
９
２
（
７
４

１
）
９
５
３
１

●
養
育
費
・
ひ
と
り
親
１
１

０
番
（
集
中
電
話
相
談
）

▽
相
談
先
電
話
番
号（
当
日

専
用
）＝
☎
０
９
２（
７
２

４
）２
６
４
４
▽
と
き
＝
奇

数
月
の
第
３
金
曜
日
の
正

午
か
ら
午
後
３
時
ま
で
。

翌
日
土
曜
日
の
午
前
10
時

か
ら
午
後
１
時
ま
で
▽
問

い
合
わ
せ
＝
ひ
と
り
親
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
☎
０
９

２（
５
８
４
）３
９
３
１

※
７
月
の
開
催
は
19
日
と
20

日
で
す
。
相
談
内
容
に
よ
っ

て
は
弁
護
士
相
談
ク
ー
ポ

ン
（
１
時
間
無
料
相
談
券
）

の
発
行
に
つ
い
て
案
内
し

ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
役
場
健
康

こ
ど
も
課
子
育
て
支
援
係

ま
で

子
育
て
女
性
の
た
め
の 

就
職
サ
ポ
ー
ト
セ
ミ
ナ
ー

を
開
催
し
ま
す

働
き
た
い
女
性
に
対
し
て
、

就
職
活
動
に
役
立
つ
知
識
、

情
報
を
提
供
し
、
円
滑
に
就

職
活
動
を
進
め
て
い
く
こ
と

が
で
き
る
よ
う
就
職
サ
ポ
ー

ト
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

現
在
、
子
育
て
中
で
す
ぐ

に
就
職
を
考
え
て
い
な
い
人

も
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

詳
細
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

●
と
き
　
９
月
27
日
（
金
）

午
前
10
時
か
ら
正
午
ま
で

●
と
こ
ろ
　
鞍
手
町
中
央
公

民
館
研
修
室
１

●
内
容
　
自
己
分
析

●
申
込
期
限  

８
月
30
日
（
金
）

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　

役
場
福
祉
人
権
課
福
祉
人

権
係
ま
で

鞍手町選挙管理委員会委員の古野明
裕氏が令和６年６月２日に退職したた
め、地方自治法第 182 条第３項に基づ
き、補充員の中から西𠩤𠩤邦江氏を令和
６年６月３日付けで委員に補欠しまし
た。なお、現在の当委員会委員は次の
とおりです。

鞍手町選挙管理委員会
委員の退職及び補欠について

職名 氏名

委員長 白石　實枝

職務代理者 長友　浩一

委員 櫻井　輝代

委員 西𠩤𠩤　邦江

●問い合わせ  選挙管理委員会まで

　
休日の夜間の体調不良は
急患センターへ

●問い合わせ　直鞍急患センター
☎（28）2840 まで

診療日 診療科目
土曜・日曜・祝日

午後６時から11時まで
小児科
内　科

第２、第４日曜
午前９時から午後６時まで 小児科

診療時間は、午前９時から午後５時までで
す。休日在宅医は、変更になることもあり
ますので、事前に電話でご確認ください。

休日
在宅医

直方鞍手医師会ホームページから
ご確認いただけます。

http://chokuan-medical.jp

購入した商品や
サービスに関するトラブルは
消費生活センターへ

直鞍広域消費生活センター
〒822-8501　直方市殿町７番１号
直方市役所５階（商工観光課内）
☎（25）2162
平日8:30～ 12:15、13:00～ 17:00
※相談員が不在の場合もあります。

（敬称略）
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女
性
の
働
き
た
い
を 

応
援
し
ま
す

福
岡
県
マ
マ
と
女
性
の
就

業
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
出

張
就
業
相
談
を
定
期
的
に
実

施
し
て
い
ま
す
。
相
談
は
無

料
で
す
が
、
予
約
制
で
す
の

で
、
実
施
日
前
日
の
午
前
中

ま
で
に
申
込
み
く
だ
さ
い
。

●
出
張
相
談
①
　
▽
と
き
＝

毎
月
第
１
木
曜
日
午
後
１

時
30
分
か
ら
３
時
30
分
ま

で
▽
と
こ
ろ
＝
田
川
市
男

女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
ゆ

め
っ
せ
▽
予
約
先
＝
☎
０

９
４
７（
８
５
）
７
１
３
４

●
出
張
相
談
②
　
▽
と
き
＝

毎
月
第
２
木
曜
日
午
後
１

時
30
分
か
ら
３
時
30
ま
で

▽
と
こ
ろ（
４
月
～
12
月
）

＝
直
方
市
男
女
共
同
参
画

セ
ン
タ
ー
▽
と
こ
ろ（
１
月

～
３
月
）
＝
直
方
市
中
央

公
民
館
▽
予
約
先
＝
☎
０

９
４
９（
２
５
）
２
２
４
４

●
出
張
相
談
③
　
▽
と
き
＝

毎
月
第
３
木
曜
日
午
前
10

時
か
ら
正
午
ま
で
▽
と
こ

ろ
＝
飯
塚
市
男
女
共
同
参

画
推
進
セ
ン
タ
ー
サ
ン
ク

ス
▽
予
約
先
＝
☎
０
９
４

８
（
２
２
）
７
０
５
８

●
問
い
合
わ
せ
　
マ
マ
と
女

性
の
就
業
支
援
セ
ン
タ
ー

（
筑
豊
エ
リ
ア
）
☎
０
９
４

８
（
２
２
）
１
６
８
１
ま
で

も
し
も
に
備
え
て 

救
命
講
習
の
お
知
ら
せ

私
た
ち
は
、
い
つ
・
ど
こ
で

け
が
や
病
気
に
お
そ
わ
れ
る

か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
身
近
な

人
の
心
臓
や
呼
吸
が
止
ま
っ

た
と
き
、
適
切
な
救
命
処
置

が
で
き
ま
す
か
。

直
方
・
鞍
手
広
域
市
町
村
圏

事
務
組
合
消
防
本
部
で
は
、

年
に
一
度
個
人
を
対
象
に
普

通
救
命
講
習
を
実
施
し
て
い

ま
す
。も
し
も
の
時
に
備
え
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
普
通
救
命
講
習
Ⅰ  

▽
内
容

＝
成
人
の
心
肺
蘇
生
法
と

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取
り
扱
い
な
ど 

▽
と
き
＝
８
月
３
日
（
土
）

午
前
９
時
か
ら
正
午
ま
で

▽
と
こ
ろ
＝
直
方
・
鞍
手

広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合

消
防
本
部
２
階
雨
天
訓
練

場
▽
定
員
＝
20
人
程
度
▽

申
込
方
法
＝
救
命
講
習
申

込
書
（
個
人
用
）
に
記
入

の
う
え
、
持
参
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・

メ
ー
ル
で
送
付
▽
申
込
期

限
＝
７
月
28
日
（
日
）

●
普
通
救
命
講
習
Ⅲ  

▽
内
容

＝
小
児
・
乳
児
・
新
生
児

の
心
肺
蘇
生
法
と
Ａ
Ｅ
Ｄ

の
取
り
扱
い
な
ど 
▽
と
き

＝
８
月
４
日
（
日
）
午
前

９
時
か
ら
正
午
ま
で
▽
と

こ
ろ
＝
直
方
・
鞍
手
広
域

市
町
村
圏
事
務
組
合
消
防

本
部
２
階
雨
天
訓
練
場
▽

定
員
＝
20
人
程
度
▽
申
込

方
法
＝
救
命
講
習
申
込
書

（
個
人
用
）
に
記
入
の
う
え
、

持
参
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
メ
ー
ル

で
送
付
▽
申
込
期
限
＝
７

月
28
日
（
日
）

※
申
込
書
は
消
防
本
部
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※
詳
細
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
確
認
い
た
だ
く
か
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
　
直
方
・
鞍

手
広
域
市
町
村
圏
事
務
組

合
消
防
本
部
☎
（
３
２
）
１

１
３
２
ま
で

日
本
赤
十
字
社 

防
災
教
育
事
業
（
防
災

セ
ミ
ナ
ー
）の
お
知
ら
せ

日
本
赤
十
字
社
福
岡
県
支

部
で
は
、
今
後
発
生
が
予

想
さ
れ
る
大
規
模
災
害
に
備

え
、
地
域
住
民
の
人
た
ち
が

自
ら
の
い
の
ち
を
守
り
、
被

災
に
伴
う
心
身
の
苦
痛
を
軽

減
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

防
災
教
育
事
業
（
防
災
セ
ミ

ナ
ー
）
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

防
災
セ
ミ
ナ
ー
は
、
災
害

が
発
生
し
た
と
き
に
予
想
さ

れ
る
被
害
や
救
助
活
動
、
避

難
生
活
な
ど
の
課
題
を
具
体

的
に
イ
メ
ー
ジ
し
な
が
ら
、

い
の
ち
を
守
る
さ
ま
ざ
ま
な

方
法
を
地
域
に
密
着
し
た
形

で
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
日
本
赤
十
字
社

福
岡
県
支
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
対
象
　
町
内
会
・
自
治
会

の
人
、
小
学
校
区
で
の
範

囲
の
地
域
住
民

※
個
人
単
位
で
は
受
け
付
け

て
い
ま
せ
ん
。

●
受
講
料
　
無
料

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　

日
本
赤
十
字
社
福
岡
県
支

部
事
業
課
救
護
・
福
祉
係

☎
０
９
２
（
５
２
３
）
１

１
７
２
ま
で

ふ
く
お
か
景
観
フ
ェ
ス
タ

第
18
回
福
岡
県
景
観
大
会

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い

県
で
は
、福
岡
県
美
し
い
ま

ち
づ
く
り
協
議
会
を
中
心
に
、

景
観
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

福
岡
県
の
美
し
い
景
観
や

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
、『
見

て
・
聴
い
て
・
体
験
し
て
』

一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
と
き  

７
月
20
日（
土
）午
前

10
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

●
と
こ
ろ
　
ア
ク
ロ
ス
福
岡

お
よ
び
天
神
中
央
公
園
（
福

岡
市
中
央
区
）

●
内
容
　
表
彰
、
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、
ま
ち
づ

く
り
活
動
発
表
、
花
の
苗

植
え
体
験
、
風
景
画
を
描

こ
う
コ
ー
ナ
ー
な
ど

●
参
加
費
　
無
料

●
申
込
み
　
不
要

●
問
い
合
わ
せ
　
福
岡
県
都

市
計
画
課
☎
０
９
２
（
６

４
３
）
３
７
１
２
ま
で

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動 

強
化
月
間
の
お
知
ら
せ

７
月
は
社
会
を
明
る
く
す

る
運
動
の
強
化
月
間
で
す
。

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

は
、
す
べ
て
の
国
民
が
犯
罪

や
非
行
の
防
止
・
罪
を
犯
し

た
人
た
ち
の
更
生
に
つ
い
て

理
解
を
深
め
、
力
を
合
わ
せ

る
こ
と
で
犯
罪
や
非
行
の
な

い
明
る
い
社
会
を
築
こ
う
と

す
る
全
国
的
な
運
動
で
す
。

鞍
手
町
に
住
む
一
人
ひ
と

り
が
、
自
ら
の
問
題
と
し
て

犯
罪
・
非
行
防
止
に
積
極
的

に
取
り
組
み
、
誰
も
が
夢
や

希
望
を
持
ち
、
支
え
あ
っ
て

生
き
る
明
る
い
地
域
づ
く
り

を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

●
問
い
合
わ
せ  

役
場
ま
ち
づ

く
り
課
安
全
安
心
係
ま
で

国
の
教
育
ロ
ー
ン
の 

お
知
ら
せ

高
校
、大
学
の
入
学
時
や
在

学
中
に
か
か
る
費
用
を
対
象

と
し
た
公
的
な
融
資
制
度
で

す
。子
ど
も
１
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【５月中】 【累　計】
件 数 3 件（－   3） 件 数 18 件（－   5）
死 者 0 人（±   0） 死 者 0 人（±   0）
傷 者 3 人（－   6） 傷 者 22 人（－   9）

（かっこ内は前年比）

● とき　７月 11 日（木）
午前 10 時から午後４時
まで（受付は午後３時
まで）

● ところ　ハピネスなかま
● 問い合わせ　福岡県交通事故相談所
　☎ 092（643）3168 まで

巡回
交通事故

相談

町内の
交通事故
発生状況
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７月の行事カレンダー 
日 曜日 行事内容

1 月 同和問題啓発強化月間街頭啓発（４ページ参照）

2 火

3 水

4 木 １歳半健診、３歳健診（総合福祉センター、７ページ参照）
補聴器相談（くらて病院：14時～16時 30分、14ページ参照）

5 金 補聴器相談（役場：13時～14時、14ページ参照）

6 土

7 日

8 月

9 火

10 水 無料法律相談（総合福祉センター：13時～16時、15ページ参照）

11 木 ４か月健診（総合福祉センター、７ページ参照）
補聴器相談（役場：11時～12時、14ページ参照）

12 金 くらて元気エール券リフォーム券・商品券申込受付期限（２ページ
参照）

13 土 子どものお話の会（中央公民館：11時～、８ページ参照）

14 日

15 月 海の日

16 火

17 水

18 木 子ども支援オフィス巡回相談（役場：10時～11時、15ページ参照）

19 金

20 土

21 日

22 月

23 火 補聴器相談（くらて病院：14時～16時、14ページ参照）

24 水 補聴器相談（役場：13時～14時、14ページ参照）

25 木

同和問題啓発強化月間講演会（中央公民館：14時～、４ページ参照）
７か月健診、12か月健診（総合福祉センター、７ページ参照）
固定資産税（第２期分）、国民健康保険税（第２期分）、後期高齢者
医療保険料（第１期分）納期限（14ページ参照）
補聴器相談（くらて病院：14時～17時、14ページ参照）
心配ごと相談（総合福祉センター：13時～15時、15ページ参照）

26 金

27 土

28 日

29 月

30 火

31 水

■鞍手町役場
　〒807－1392  福岡県鞍手郡鞍手町大字中山3705番地
　電話　0949（42）2111／ファックス　0949（42）5693
■鞍手町ホームページアドレス
　 https://www.town.kurate.lg.jp
■鞍手町フェイスブックアドレス
　 https://ja-jp.facebook.com/town.kurate
■鞍手町 LINE 公式アカウント　@kurate

FUKUOKA

KURATE  TOWN

・出生 5 人
・死亡 27 人
・転入 39 人
・転出 39 人

・人口 14,894 人（-22）
・男性 7,079 人（-13）
・女性 7,815 人（- 9）
・世帯数 7,412世帯（- 9）

（　）内は前月比

元気が出る

献立

■作り方
①生姜を 20g は粗めのみじん切り、20g はおろしておく。

えのきとねぎはみじん切りにする。ミニトマトは半分に
切る。なめこは軽く水洗いする。大葉はせん切りにする。

②鶏ささみは筋を取り、粗めのみじん切りにした生姜と塩
を加えてフードプロセッサーでミンチにする。

③ボウルに、②とみじん切りにしたえのきとねぎ、卵、高
野豆腐を加え、手でよくこねて混ぜ合わせる。4 等分に
して小判型に成形する。

④フライパンに油を中火で熱し、③をいれて表面に焼き色
がつくまで焼く。

⑤焼き色がついたら、水と酒を加えて弱火にし、蓋をして
中心までしっかりと火を通す。

⑥だし汁、なめこ、おろし生姜、Ⓐを⑤に加えて煮詰め、
ミニトマトを加え、水溶き片栗粉でとろみをつける。

⑦器にハンバーグを盛り付け大葉を乗せ、あんをかけて最
後に黒コショウをふりかける。

テーマ
「食中毒を予防しよう」

食中毒予防の 3原則

食進会おススメのメニューです

【ささみと高野豆腐の生姜あんかけハンバーグ】

■材料（４人分）
鶏ささみ（200g）、しょうが（40g）、塩（少々）、えのき（100g）、
ねぎ（40g）、卵（1 個）、高野豆腐粉末（20g）、油（大さじ 1）、 
酒（大さじ 1 と小さじ１）、水（200ml）、だし汁（320ml）、
なめこ（100g）、ミニトマト（10 個）、Ⓐ【しょうゆ（小さじ
2 と 3 分の 2）、酒（大さじ1）、砂糖（小さじ 2 と 3 分の 2）】、
片栗粉（大さじ1）、水（大さじ1）、大葉（4枚）、黒コショウ（少々）

夏に向かって湿度や気温が高まるこれからの季節
は、細菌による食中毒が発生しやすくなります。食品
の取り扱いに気をつけて食中毒を予防しましょう。

≪食中毒予防の 3 原則≫
「つけない・増やさない・やっつける」

食中毒の予防には、しょうがや青じそ、梅干し、パ
セリなどが効果的だと考えられています。


